
1. 概  況

1. 総  括  事  項

（１） 患  者  数

今年度の延利用者数は、
入　　　院 42,409人 （1日平均　116.2人）

外　　　来 58,797人 （1日平均　242.0人）
健診・人間ドック等 6,514人
予防接種 5,943人

医療福祉相談 2,059人

（２） 収益的収支

収  入 円
円
円
円 に対し

支  出 円
円
円
円 を要し

差し引き　200,831,868円の純利益が生じました。
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医 業 収 益 2,650,366,374
医 業 外 収 益 482,107,616
特 別 利 益 251,701

特 別 損 失 7,838,769
計 2,931,893,823

計 3,132,725,691

医 業 費 用 2,839,835,128
医 業 外 費 用 84,219,926

の実績となりました。この利用者数を前年度と比較しますと、入院は491人（1.1％）の減少、外
来は628人（1.1％）の増加、健診・人間ドック等は94人（1.4％）の減少、予防接種は948人
（19.0％）の増加、医療福祉相談は476人（18.8％）の減少となりました。

前年度と比較いたしますと、収益では、入院収益は18,953千円（1.2％）の減収、外来収益
は45,162千円（6.4％）の増収となり、医業外収益は163,173千円（51.2％）の増収となりました。

一方費用では、医業費用が14,986千円（0.5％）の増加、医業外費用は17,261千円
（17.0％）の減少、特別損失は5,699千円（266.3％）の増加となりました。

これにより病院事業収益は、前年度より193,217千円の増加、病院事業費用については
3,423千円の増加となりました。

今年度は、内科常勤医師を招聘して診療体制を強化し、新たに腎臓内科、脳神経内科、リ
ウマチ科を開設し診療科の充実を図りました。また、患者の利便性向上のため会計窓口では
クレジットカード決済を導入するとともに、マイナンバーカードの健康保険証利用を開始しまし
た。

入院については、地域医療連携センターが中心となって医療機関・介護施設との連携強化
を図ったことにより紹介患者が増加するなど、これまでの取り組みが結果として表れ上半期の
入院患者数は病棟を機能転換した以降で最も多くなりました。

しかし、１０月、１月と２回の新型コロナウイルス感染症の院内感染発生により入退院が制限
されるなど大きな影響を受け、結果的に年度合計の入院患者数では前年度を僅かに下回り
ました。

外来については、発熱患者や平日・日中において軽症から中等症の救急患者を積極的に
受け入れるとともに、感染対策を徹底しながら通常の診療体制を維持したことにより患者数が
増加しました。

このような状況を受け、令和4年度の病院事業決算は、経常損益として208,419千円の利
益、当年度損益についても200,832千円の純利益が生じました。特に、医業収益の根幹をな
す入院・外来収益は前年度比で26,208千円(1.2％)の増収になりました。

新型コロナウイルス感染症の影響下においても医業収益を確保することができ、経営基盤
の強化に向けた取り組みが着実に実を結んでいます。
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（３） 資本的収支

収  入 円

円

円

　支  出 円

円

円

2．経営指標に関する事項

〈経営指標の推移〉

経常収支比率

修正医業収支比率

病床利用率

※ 修正医業収支比率 ＝ （医業収益－他会計負担金）／（医業費用）×100

75.9％

83.6％

100.3％

Ｒ1 R4

107.1％

86.2％

72.2％73.0％

85.6％

100.4％

R3

建 設 改 良 費

81.1％

77.5％

100.1％

71.3％

他 会 計 補 助 金 39,758,000
企 業 債 50,600,000

計 90,358,000

54,998,220
企 業 債 償 還 金 70,082,664

計 125,080,884

H30

82.5％

100.2％

R2

今年度も企業債を活用し建設改良事業を実施いたしました。医療機器整備事業として、電動
ベッド18台、内視鏡スコープ、腹腔鏡手術用スコープなどを整備しました。また、改良工事として
3階病棟浴室改修工事、3階・5階東病棟空調設備（ＧＨＰ）改修工事などを実施いたしました。

令和4年度決算における経営成績について、経営の健全化を示す経常収支比率は、外来患者
数の増加に伴う医業収益の増収、新型コロナウイルス感染症対策に対する県補助金の増加に伴う
医業外収益の増収などにより前年度比6.7ポイント増の107.1％となり、健全経営の水準とされる
100.0％を上回っています。

病院の経営努力の状況を示す修正医業収支比率は、経常収支比率と同様に医業収益の増収
などにより前年度比0.6ポイント増の86.2％となり、医業費用に対する医業収益の割合が高くなって
います。

病床の有効活用の状況を示す病床利用率は、前年度比0.8ポイント減の72.2％となっています。
今後とも、より一層の経営健全化を図るとともに、近隣の医療機関等と連携しながら地域に必要と

される医療の提供に努めます。
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